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桝箕ヶ池の白鳥（桜川市友部）
ますみがいけ

議案審議...②
審議された議案と結果...③
一般質問...④
私のメッセージ...⑥
議会日誌...⑥

　　　　
補正予算を中心に審議
平成28年度
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第 4回定例会号

平成29年２月１日

市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

議会広報特別委員会
委員長 菊池　伸浩　　副委員長 谷田部由則

委　 員 林　　悦子　　委　 員 小高　友徳

委　 員 市村　　香　　委　 員 大山　和則

発行責任者　議　 長 　高田　重雄

　３回目の議会構成の改編で、
委員長になりました菊池です。
　桜川市の「議会だより」は広
報委員会（特別常任委員会）を
つくり、議員が中心になってつく
るという、県内では珍しい取り組
みで編集しております。３回の編
集委員会を開き、侃

かん

々
かん

諤
がく

々
がく

の議
論を経てつくっています。
　残念なことに、このところ一般

質問する議員が少なくなってい
ます。他の自治体では議員の半
数以上が質問に立っています。
　これからも議員の皆さんの奮
闘に期待し、活気あ
る「議会だより」を
つくっていきたいと
考えています。

　11 月

 ４日  文教厚生常任委員会

11 日  議会運営委員会・

  議会全員協議会・

  第２回臨時会

28 日  建設経済常任委員会

30 日  文教厚生常任委員会

　12 月

 １日  議会運営委員会・

  議会全員協議会 

 ６日～９日　第４回定例会

　 ９日　 議会広報特別委員会

　１月

16 日  議会広報特別委員会

24 日  議会広報特別委員会

議会日誌
編集後記

　次の定例会は

３月６日（月）
10時開会予定です。

みなさまの傍聴を

お待ちしています

さ
く
ら
が
わ
市
議
会
だ
よ
り 
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菊池伸浩


